


























るかのような感覚が生じるのである。ベクション研究の歴史は Brandt et al. 
(1973)から始まり，視覚を中心として多くの研究がなされてきた。また，多感
覚統合の重要性も指摘されており(Gibson, 1979)、様々な感覚器官の組み合わ
せによる検討がなされてきた（e.g., Lishman & Lee, 1973）。近年，前庭感覚
や聴覚といった視覚以外の感覚によるベクションについての研究が増えており，





1. 皮膚感覚特性 (第 3章)























































とが示されてきた（例えば，Brandt, Dichgans & Koenig, 1973）。しかしなが
ら，その後の研究により，刺激呈示面積が等しい場合には、中心／周辺の違い
にかかわらず、同等の効果を持つことが示され，周辺刺激優位性に否定的な結










る（e. g. Berthoz et al., 1975; Brandt et al., 1973）。本実験では、皮膚
感覚ベクションにおいても同様に、皮膚刺激速度への飽和が認められるのかに
ついて検討した。前庭刺激の呈示には一定速度で前後に動くエクササイズマシ







条件である（Murata et al, 2014）。また，視覚から生じるベクションについ
ても、視覚刺激と同時に皮膚刺激（風）を呈示すると、ベクションが促進する



































＜実験 9＞能動条件ではベクションが抑制されることも確認した（実験 6）。Ash 

























視覚と皮膚感覚の統合により報告されている Seno et al.,(2011)による研究を
取るあげる。具体的には，拡大するランダムドットパターンの刺激を呈示する
と同時に風による刺激を参加者の顔に当てた。その結果，視覚刺激だけの時に
比べて有意に促進した(Seno et al., 2011)。皮膚感覚特性として，温度受容器
は 8℃〜52℃までの範囲で温度をとらえることが可能である。哺乳類において温
度受容体は 6 種に分類され各温度帯を担当する。本章における実験では，視覚
刺激を呈示しながら顔に当てる温度を常温風（22〜24℃），温風（27℃）そし
て風を当てない条件をランダムに呈示し、視覚・皮膚感覚ベクションにおける
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温風の影響について検討した。実験の結果，風の当たらない条件に比べて常温
風ではベクションを促進していたが，温風になるとベクションはむしろ風の当
たらない条件よりも抑制されることが示された。
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第 6章 総合考察
我々が環境の中を移動するとき、視覚，聴覚，前庭感覚，体性感覚といった
多感覚器官からの情報の統合によって、移動方向や移動速度などの情報を受け
取ることができる（引用）。本研究では実験研究を行い、これまで体性感覚の 1
つとして扱われて来た皮膚感覚の特性に焦点を当て、皮膚感覚系からの自己移
動感覚のメカニズムの一部を明らかにした。3章における実験により，皮膚感覚
ベクションには、呈示する刺激強度（速度）にもとづく飽和現象の存在が明ら
かになった。視覚ベクションにおいても同様の飽和現象が報告されており、視
覚と皮膚感覚とではモダリティーが異なるものの、両ベクションが共通のメカ
ニズムをシェアしている可能性が示唆された。また，皮膚感覚ベクションにつ
いて、顔領域の違いによる影響を検討したところ、顔上部により強いベクショ
ンを生じさせる領域がることが明らかになった。4章における実験により，皮膚
刺激と前庭刺激の呈示に関する一致がベクションを促進し，不一致は抑制方向
に働くことが明らかになった。これらの実験により、皮膚感覚ベクションもま
た、多感覚統合のメカニズムにより生じていることが示唆された。更に，わず
かな前庭刺激（振動）であっても皮膚刺激の変化の検出によると思われるより
強いベクションが確認された。また 5 章における実験により，視覚と皮膚感覚
のベクション生起の相違が，皮膚感覚は単一感覚では生じにくい特徴であるこ
とが示唆された。しかしながら，視覚と皮膚感覚の統合研究については，まだ
始まったばかりである。皮膚感覚から生じるベクションのメカニズムについて
も今後の研究に期待する。
これまでのベクション研究は，我々が意識せずに環境を移動している際の情
報（方向，速度）の入力から出力までのメカニズムを明らかにしてきた。こう
した成果は，VR の技術発展や酔いの研究に貢献するものである。本研究は，更
に新たに皮膚感覚による影響を検討したことで，知覚心理学の基礎的研究を利
用した、技術応用へ貢献する可能性について言及した。
